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表３　「諦め体験に関する自伝的記憶」が心理的適応に及ぼす影響１）２）
－ 118 －
複雑さを表しているとも考えられる。言い換える
と、一見、心理的適応を高めるように思える達成
体験の記憶は、一人暮らし高齢者を取り巻く様々
な要素によって、そのプラスの効果が打ち消され
たり弱められたりしている可能性があるというこ
とである。一人暮らし高齢者において、達成体験
に関する記憶が心理的適応に影響を及ぼしていな
いという結果を解釈するには、更なる検討が必要
であろう。
　一方、同居家族のいる高齢者の場合には、何か
を「やり遂げたこと」や「成し遂げたこと」に関
する記憶が、心理的適応を促す可能性が示唆され
た。これは、当然の結果と言えるかもしれない。
誰しも何かをやり遂げたり成し遂げたりすること
は、自分へのプラスの評価につながることは容易
に想像できる。また、全体として諦め体験に関す
る記憶が、心理的適応を低下させる影響を及ぼし
ていなかったという結果については、その他の
様々な要因が、諦め体験に関する記憶のマイナス
効果を弱めている可能性が示唆された。
４．今後の課題
　本研究では、個別的もしくは具体的な自伝的記
憶について検討するには至っていない。つまり、
それぞれの自伝的記憶がもつ“深さ”についての
検討が不十分であると言える。自伝的記憶を量で
捉える意義もあるが、ある高齢者にとって生涯に
渡って重要な意味をもつ自伝的記憶も無視するこ
とはできない。よって、自伝的記憶をより詳細に
質的に検討することが求められる。
　本研究は、「2007年ユニベール財団研究助成②
高齢者の心･健康･生活」の助成を受けて実施され
た研究結果の一部です。
